
記
録
的
な
大
雨

に
よ
る
河
川
の
決

壊
、
氾
濫
で
、
鉄

道
に
も
影
響
が
出

た
。水

郡
線
で
は
大

部
分
が
不
通
と
な
っ

て
い
た
が
、
11

月

１
日
、
一
部
運
転

を
再
開
し
た
。
常

陸
大
子
～
西
金
間

は
久
慈
川
の
橋
梁

が
流
さ
れ
た
た
め
に
、
再
開
の

見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

い
わ
き
市
で
は
、
夏
井
川
が

決
壊
し
浸
水
し
た
。
各
浄
水
場

が
浸
水
被
害
を
受
け
、
市
内
４

５
０
０
０
世
帯
に
水
が
供
給
で

き
な
い
状
況
が
数
日
続
い
た
。

26
日
、
本
部
か
ら
佐
藤
書
記

長
、
武
笠
書
記
、
東
日
本
本
部

か
ら
伊
藤
書
記
長
、
中
村
書
記

が
、
東
京
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
荷

物
を
積
み
こ
み
、
福
島
支
部
事

務
所
へ
届
け
に
き
た
。
各
家
庭

に
配
布
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
各
家
庭
に
水
の
供

給
は
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。

９
月
29
日
、
東
海
村
で
Ｊ
Ｃ

Ｏ
臨
界
事
故
20
周
年
集
会
が
開

催
し
た
。

集
会
に
36
自
治
体
首
長
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

集
会
は
黙
と
う
で
始
ま
り
、

臨
界
事
故
を
語
り
継
ぐ
会
の
大

泉
実
成
さ
ん
が
地
元
挨
拶
し
た
。

内
科
医
の
振
津
か
つ
み
さ
ん

か
ら
「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
と
フ

ク
シ
マ
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ

た
。東

海
村
の
臨
界
事
故
は
、
日

本
で
初
め
て
被
爆
に
よ
る
死
亡

事
故
で
一
般
市
民
に
も
被
害
が

あ
っ
た
。

東
海
村
の
事
故
を
フ
ク
シ
マ

事
故
に
生
か
し
き
れ
な
か
っ
た

悔
し
さ
も
あ
る
。

刑
事
裁
判
で
は
国
や
動
燃
の

責
任
が
問
わ
れ
な
か
っ
た
。

今
な
お
、
健
康
被
害
の
補
償

が
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事

故
を
語
り
継
ぎ
、
住
民
の
健
康

診
断
や
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を
継

続
し
て
い
こ
う
と
訴
え
た
。

東
海
第
２
原
発
運
転
差
し
止

め
裁
判
に
つ
い
て
、
青
木
秀
樹

弁
護
士
か
ら
報
告
し
た
。

集
会
終
了
後
、
Ｊ
Ｒ
東
海
駅

ま
で
を
デ
モ
行
進
し
た
。
集
会

に
は
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

水
戸
地
本
か
ら
11
名
が
参
加
し

た
。

第１号 こくろう みと ２０１９年１１月１０日

い
わ
き
へ
支
援
物
資
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10
月
12
日
か
ら
13
日
に
、
関
東
か
ら
東
日
本
に
か

け
て
台
風
19
号
が
通
過
し
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
に

遭
わ
れ
た
。

い
わ
き
市
で
は
浸
水
で
水
の
供
給
が
出
来
な
い
た

め
、
国
労
は
支
援
物
資
を
い
わ
き
分
会
に
届
け
た
。

台
風
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず国

労
へ
相
談
。

み
ん
な
で
楽
し
く

が
ん
ば
ろ
う
！

第
７
回
国
労
フ
ク
シ
マ

学
習
交
流
会

と
き

11
月
24
日
（
日
）

場
所

ホ
テ
ル
プ
リ
シ
ー
ド
郡
山

Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
20
周
年
集
会


